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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2017-49319(P2017-49319A)
【公開日】平成29年3月9日(2017.3.9)
【年通号数】公開・登録公報2017-010
【出願番号】特願2015-170595(P2015-170595)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月6日(2018.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像を取得する取得手段と、
　前記入力画像のフレームレートが第１のフレームレートである場合、前記第１の補正情
報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生成し、前記入力画像のフレーム
レートが第２のフレームレートである場合、前記第２の補正情報を用いて前記入力画像の
階調値を変換して表示画像を生成する変換手段と、
　前記表示画像に基づいて前記入力画像のフレームレートに対応した駆動周波数で画像を
表示する表示手段と、
を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１の補正情報と前記第２の補正情報とを含む複数の補正情報を記憶する記憶手段
をさらに備え、
　前記変換手段は、前記入力画像のフレームレートに応じた補正情報を前記記憶手段から
読み出して、前記入力画像の階調値を変換することを特徴とする請求項１に記載の表示装
置。
【請求項３】
　前記入力画像のフレームレートが第３のフレームレートであった場合に、前記変換手段
は、前記第１の補正情報と、前記第２の補正情報とを用いて、前記第３のフレームレート
に対応する第３の補正情報を生成し、前記第３の補正情報を用いて、前記入力画像が所望
の階調特性で表示されるように、前記入力画像の階調値を変換して前記表示画像を生成す
ることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１の補正情報は、第１のフレームレートに対応する基準補正情報であり、前記第
２の補正情報は、前記基準補正情報を前記第２のフレームレートに対応する補正係数情報
で補正した情報であることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記変換手段は、前記入力画像のフレームレートが前記第２のフレームレートであった
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場合に、前記基準補正情報と前記補正係数情報とを乗算した値を用いて、前記入力画像の
階調値を変換して前記表示画像を生成することを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記変換手段は、前記入力画像のフレームレートが前記第２のフレームレートであった
場合に、前記基準補正情報と前記補正係数情報とを加算した値を用いて、前記入力画像の
階調値を変換して前記表示画像を生成することを特徴とする請求項４に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１のフレームレートに対応した駆動周波数で表示されたキャリブレーション画像
の輝度または色度の測定結果を用いて、前記基準補正情報を生成する補正情報生成手段
を備えることを特徴とする請求項４乃至請求項６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第２のフレームレートに対応した駆動周波数で表示されたキャリブレーション画像
の輝度または色度の測定結果を用いて生成した補正情報と、前記補正係数情報とを用いて
前記基準補正情報を生成する補正情報生成手段
を備えることを特徴とする請求項４乃至請求項７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　表示手段の駆動周波数を決定する決定手段と、
　前記決定された駆動周波数が第１の駆動周波数である場合、第１の補正情報を用いて入
力画像の階調値を変換して表示画像を生成し、前記決定された駆動周波数が第２の駆動周
波数である場合、第２の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生
成する変換手段と、
　前記表示画像に基づいて、前記決定された駆動周波数で画像を表示する表示手段と
を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　前記表示手段は、
　個別に透過率を制御可能な複数の素子を有し、前記表示画像に基づいて前記複数の素子
の透過率を制御する表示パネルと、
　前記表示パネルに光を透過する照明装置と
を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　入力画像を取得する取得工程と、
　前記入力画像のフレームレートが第１のフレームレートである場合、前記第１のフレー
ムレートに対応する第１の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を
生成し、前記入力画像のフレームレートが第２のフレームレートである場合、前記第２の
フレームレートに対応する第２の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示
画像を生成する変換工程と、
　前記表示画像に基づいて前記入力画像のフレームレートに対応した駆動周波数で画像を
表示する表示工程と、
を備えることを特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項１２】
　表示手段の駆動周波数を決定する決定工程と、
　前記決定された駆動周波数が第１の駆動周波数である場合、前記第１の駆動周波数に対
応する第１の補正情報を用いて入力画像の階調値を変換して表示画像を生成し、前記決定
された駆動周波数が第２の駆動周波数である場合、前記第２の駆動周波数に対応する第２
の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生成する変換工程と、
　前記表示画像に基づいて、前記決定された駆動周波数で画像を表示する表示工程と
を備えることを特徴とする表示装置の制御方法。
【請求項１３】
　請求項１１または請求項１２に記載の表示装置の制御方法に基づいて、表示装置を制御
するプロセッサが実行するプログラム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決するために、本発明における第１の表示装置は、入力画像を取得す
る取得手段と、前記入力画像のフレームレートが第１のフレームレートである場合、前記
第１の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生成し、前記入力画
像のフレームレートが第２のフレームレートである場合、前記第２の補正情報を用いて前
記入力画像の階調値を変換して表示画像を生成する変換手段と、前記表示画像に基づいて
前記入力画像のフレームレートに対応した駆動周波数で画像を表示する表示手段と、
を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明における第２の表示装置は、表示手段の駆動周波数を決定する決定手段と、前記
決定された駆動周波数が第１の駆動周波数である場合、第１の補正情報を用いて入力画像
の階調値を変換して表示画像を生成し、前記決定された駆動周波数が第２の駆動周波数で
ある場合、第２の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生成する
変換手段と、前記表示画像に基づいて、前記決定された駆動周波数で画像を表示する表示
手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明における第１の表示装置の制御方法は、入力画像を取得する取得工程と、前記入
力画像のフレームレートが第１のフレームレートである場合、前記第１のフレームレート
に対応する第１の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生成し、
前記入力画像のフレームレートが第２のフレームレートである場合、前記第２のフレーム
レートに対応する第２の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生
成する変換工程と、前記表示画像に基づいて前記入力画像のフレームレートに対応した駆
動周波数で画像を表示する表示工程と、を備えることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明における第２の表示装置の制御方法は、表示手段の駆動周波数を決定する決定工
程と、前記決定された駆動周波数が第１の駆動周波数である場合、前記第１の駆動周波数
に対応する第１の補正情報を用いて入力画像の階調値を変換して表示画像を生成し、前記
決定された駆動周波数が第２の駆動周波数である場合、前記第２の駆動周波数に対応する
第２の補正情報を用いて前記入力画像の階調値を変換して表示画像を生成する変換工程と
、前記表示画像に基づいて、前記決定された駆動周波数で画像を表示する表示工程とを備
えることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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